
平成30年 関東ジュニアゴルフ選手権男子15歳～17歳の部関東ブロック予選競技

組み合わせおよびスタート時間表 於：日高カントリークラブ　東・西コース

参加者数　76名
1番(東コース)よりスタート 10番(西コース)よりスタート
組 時間 　 氏名 学校名/学年 組 時間 氏名 学校名/学年 組 時間 氏名 学校名/学年

金 勁旻 千葉大宮高3 佐川 翔哉 千葉学芸高2 柿本 虹汰 千葉黎明高1

芦沢 悠 日本航空高3 滝瀬 一輝 千葉日大一高2 斎藤 大輝 新潟産業大附属高3

牧田 隼之助 千葉学芸高1 山﨑 敦彦 西武台千葉高3 勝俣 翔 拓大紅陵高2

高橋 夢人 開志国際高2 鄭 優星 千葉黎明高1 安蒜 真輝 西武台千葉高1

井原 史韻 千葉工業高3 押田 叡進 佐原高1

國澤 怜能 日大一高1 佐藤 凌乃介 開志国際高2

佐々木 愁也 拓大紅陵高3 楠原 竜太朗 韮崎高1

井関 陸人 開志国際高3 鈴木 聡馬 千葉黎明高1

山田 空 ISEインターナショナル高2 櫻井 新樹 山梨学院高2

木村 栄作 日大一高3 宮内 遼河 千葉学芸高3

近藤 駿介 西武台千葉高1 丁 志優 千葉大宮高3

矢野 辰典 拓大紅陵高3 清水 大翔 開志国際高1

関 駿斗 開志国際高1 山口 翔 日大一高2

込山 要 拓大紅陵高3 相馬 和樹 千葉黎明高1

平山 威虎 千葉学芸高1 赤塚 将成 麗澤高1

内野 椋太 日大一高3 岩舘 輝 印旛明誠高3

山田 剣臣 開志国際高1 飯塚 敬吾 千葉黎明高2

小川 大輔 千葉黎明高2 細谷 朋生 千葉学芸高3

森崎 功成 日大一高2 関田 健人 日大一高1

梅津 慶士 拓大紅陵高3 千葉 竜聖 杉並学院高3

渡辺 省吾 日川高1 前田 知紀 拓大紅陵高3

根岸 伶温 日大一高1 中川 拓海 千葉黎明高2

奥村 礼惟 拓大紅陵高1 朝日向 雅 西武台千葉高1

篠原 株登 開志国際高3 谷口 康太郎 開志国際高2

石谷 竜月希 西武台千葉高1 並木 大智 千葉黎明高1

萩原 健斗 韮崎高2 風岡 衣杏 甲府南高2

東城 幸翼 開志国際高1 小嶋 賢太郎 日大一高2

菅野 義稀 拓大紅陵高1 川畑 京太郎 松戸高1

美濃 翔太 日大一高3 金田 卓己 拓大紅陵高2

小林 拳史郎 西武台千葉高1 建守 千都 糸魚川高2

猪野 匠真 千葉学芸高2 坪 佑翼 佐原高1

駿河 晴翔 千葉日大一高1 岩沢 暁冴 千葉黎明高2

岡田 圭太 IMGアカデミー高2 目黒 球童 新潟産業大附属高1

河内 勝行 千葉大宮高3 宮崎 康汰 千葉学芸高2

小林 龍生 千葉学芸高2 植頭 駿迪 西武台千葉高3

小川 真之介 開志国際高2 紺野 秀倖 千葉黎明高1

※氏名、学校名、学年が間違っている場合は、関東ゴルフ連盟まで連絡すること。 競技委員長 　嶋田　憲人

7月17日(火)

1 7:30 10 8:51 11 7:30

3 7:48 13 7:48

2 7:39 12 7:39

5 8:06 15 8:06

4 7:57 14 7:57

7 8:24 17 8:24

6 8:15 16 8:15

9 8:42 19 8:42

8 8:33 18 8:33



平成 30 年 関東ジュニアゴルフ選手権 男子 15 歳～17 歳の部 関東ブロック予選競技 
 

開 催 日 ：7 月 17 日(火) 
開催コース ：日高カントリークラブ 東・西コース 
 
本競技は日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則とこのローカルルールと競技の条件を適用する。 
本書に記載の無い事項や追加変更がある場合は競技規定やプレーヤーへの通知文書、または競技会場での掲示

物に掲載されるので必ず参照すること。 
ゴルフ規則によって別に定められている場合や本書に罰が記載されている場合を除き、このローカルルールと競技の

条件の違反の罰は、「2 打」とする。 
 

ローカルルール 
1. アウトオブバウンズ(規則 27-1) 

アウトオブバウンズの境界は白杭をもって標示する。 
2. ウォーターハザード、ラテラル・ウォーターハザード(規則 26-1) 

ウォーターハザードは黄杭または黄線、ラテラル・ウォーターハザードは赤杭または赤線をもってその限界を標示

する。線と杭が併用されている場合は線がその限界を標示する。 
3. 修理地(規則 25-1) 

修理地は青杭を立て、白線をもってその限界を定める。ただし、次のものを含む。 
パッティンググリーンの前後のペイントマークを含み、スルーザグリーンの芝草を短く刈った区域にあるヤーデージ

マーキングペイント(スタンスへの障害は除く)。 
4. 動かせない障害物(規則 24-2) 

(a) 排水溝 
(b) 人工の表面を持つ道路に接した排水溝(その道路の一部とみなす) 
(c) 動かせない障害物と白線でつながれている区域(その動かせない障害物の一部とみなす) 

5. バンカー内の石 
付属規則 I(A)3f を適用する(ゴルフ規則 164 ページ参照)。 

6. コースと不可分の部分 
ウォーターハザード内にある人工の壁や杭でできた構造物。 

7. 地面にくい込んでいる球の救済 
付属規則 I(A)3a を適用する(ゴルフ規則 160 ページ参照)。 

8. 防球ネット 
防球ネットに球が近接しているためにスタンスや、意図するスイングの区域の妨げになる場合、規則 24-2b(i)により

処置するときは、その障害物の中や下を通さずに救済のニヤレストポイントを決めなければならない。 
9. 指定ドロップ区域 

3 番ホールと 13 番ホールの防球ネットに球が近接しているために、スタンスや意図するスイングの区域の妨げに

なる場合、プレーヤーは、罰なしに、その球に最も近い指定ドロップ区域にその球をドロップすることができる(付
属規則 I(A)6 を適用する。ゴルフ規則 173 ページ参照)。 

10. パッティンググリーン上で球が偶然に動かされること 
規則 18-2, 20-1 は以下の通りに修正される。 
プレーヤーの球がパッティンググリーン上にある場合、その球やボールマーカーがプレーヤーまたはキャディーや

携帯品によって偶然に動かされても罰はない。その球やボールマーカーはリプレースされなければならない。この

ローカルルールはプレーヤーの球やボールマーカーがパッティンググリーン上にあり、いかなる動きも偶然である

場合にだけ適用する。 
注： パッティンググリーン上の球が風、水あるいは重力などの他の自然現象の結果として動かされたものと判断さ

れた場合、その球はその新しい位置からあるがままの状態でプレーされなければならない。また、そのような

状況で動かされたボールマーカーはリプレースしなければならない。 
11. 規則 6-6d 例外の修正 

どのホールであっても、プレーヤーがスコアカードを提出する前には罰を受けていたことを知らずに 1 打または複

数の罰打を含めなかったために、真実より少ないスコアを提出していた場合、そのプレーヤーは競技失格とはなら

ない。このような状況では、そのプレーヤーは該当する規則に規定されている罰を受けるが、規則6-6dに違反した

ことに対する追加の罰はない。該当する罰が競技失格である場合にはこの例外は適用しない。 
  



競技の条件 

1. 参加資格 
プレーヤーは競技規定に定められた参加資格を満たさなければならない。 

2. 委員会の裁定 
委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員会の裁定は最終である。 

3. 使用クラブの規格 
『適合ドライバーヘッドリストの条件・付属規則 I(B)1a』を適用する(ゴルフ規則 176 ページ参照)。 

4. 使用球の規格 
『公認球リストの条件・付属規則 I(B)1b』を適用する(ゴルフ規則 177 ページ参照)。 

5. ゴルフシューズ 
正規のラウンド中、プレーヤーが金属製・セラミック製、または委員会がそれと同等と認めた鋲を有するゴルフシュ

ーズを使用することを禁止する。この条件の違反の罰は競技失格。 
6. プレーの中断と再開 

(1) 通常のプレーの中断(落雷などの危険を伴わない気象状況)については規則 6-8b､c､d に従って処置すること。 
(2) 険悪な気象状況にあるため、委員会の決定によりプレー中断となった場合、同じ組のプレーヤー全員がホー

ルとホールの間にいたときは、各プレーヤーは委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再開してはな

らない。1 ホールのプレーの途中であったときは、各プレーヤーはすぐにプレーを中断しなければならず、その

あと、委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再開してはならない。プレーヤーがすぐにプレーを中

断しなかったときは、規則 33-7 に決められているような罰を免除する正当な事情がなければ、そのプレーヤー

は競技失格となる。 
険悪な状況による中断中は、委員会がオープンと宣言するまで、すべての練習施設はクローズとなる。クロー

ズとなった練習施設で練習しているプレーヤーは練習を止めるように要請される。その要請に従わなかった場

合、参加を取消しとすることがある。 
(3) プレーの中断と再開の合図について 

プレーの即時中断 ： 
プレーの中断 ：  キャディーが携帯する無線を通じてプレーヤーに連絡する。 
プレーの再開 ：             と同時に、本部より競技委員を通じてプレーヤーに連絡する。 

7. 練習 
ホールとホールの間での練習を禁止する(規則 7-2 注 2)『付属規則 I(B)5b』(ゴルフ規則 181 ページ参照)。 

8. 移動 
『付属規則 I(B)8 移動』を適用する(ゴルフ規則 183 ページ参照)。 

9. キャディー(規則 6-4 注) 
正規のラウンド中、プレーヤーが委員会によって指定された者以外をキャディーとして使用することを禁止する。こ

の条件の違反の罰は『付属規則 I(B)2』を適用する(ゴルフ規則 179 ページ参照)。 
10. スコアカードの提出(裁定 6-6c/1) 

スコアリングエリア方式を採用する。 
11. 競技終了時点 

競技委員長の成績発表がなされた時点をもって終了したものとみなす。 
注意事項 

1. 競技の条件 5 項において規制されるシューズ以外でもパッティンググリーンに著しく損傷を与えるシューズは使用

禁止とすることがある。 
2. 予備グリーンは定義上「目的外のパッティンググリーン」であり、球が目的外のパッティンググリーン上にある場合、

プレーヤーは規則 25-3 に基づいて救済を受けなければならない。 
3. 競技委員会は競技中を含めいつでも、出場にふさわしくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すことがで

きる。 
4. 競技委員会は規則 33-7 に基づき、すべての競技関係者、ギャラリーへの暴言等を含めエチケットの重大な違反が

あったプレーヤーを競技失格とすることができる。 
5. 打放し練習場においては備付けの球を使用し、スタート前の練習は 1 人 1 箱(24 球)を限度とする。 

※使用クラブは、アイアンのみとする。 
6. アプローチ・バンカー練習場は、使用禁止とする。 

競技委員長 嶋田 憲人 
距離表 Hole No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 OUT

Yards 363 179 462 540 358 142 455 543 333 3375

Par 4 3 4 5 4 3 4 5 4 36

10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN TOTAL

345 496 407 170 448 405 230 573 367 3441 6816

4 5 4 3 4 4 3 5 4 36 72



平成 30 年 関東ジュニアゴルフ選手権予選競技 注意事項 
(日高カントリークラブ) 

 
指定練習日、競技日とも下記注意事項を厳守すること 
※悪天候による中止等、競技に関する情報は(一社)関東ゴルフ連盟(KGA)ホームページに掲載します。 
 

(1) 猛暑でのプレーが予想されます。熱中症対策等、健康管理には充分注意して

ください。体調が悪くなった場合は無理をせず早めに申し出てください。 
(2) 予選通過者数は KGA ホームページ(www.kga.gr.jp)で発表します(6 月下旬)。 

通過者にタイが生じた場合は、マッチング・スコアカード方式により通過者を決定する。なお、マッチング・

スコアカード方式でも決定しない場合は、「当該の委員会によるくじ引き」で決定する。 
[マッチング・スコアカード方式] 
最終 9 ホール(No.10～No.18)の合計スコア、6 ホール(No.13～No.18)の合計スコア、3 ホール(No.16
～No.18)の合計スコアの順で決定し、なお決定しない場合は 18 番ホールのスコアで決定する。上記に

より決定できない場合は、17 番、16 番の順で各ホールのスコアを比較して決定する。 
(3) 欠場の連絡 

前日 17 時までは KGA ホームページで申請すること。「申込者一覧」に「欠場」と表示されるので必ず確

認すること。 
前日 17 時以降は、開催倶楽部に連絡すること。 
無断欠場は厳重に処分します。絶対にしないこと。 

(4) エチケット、マナーを守り、学生らしい態度で行動すること。 
(5) メタルスパイクの使用は禁止とする。 
(6) ドレスコード 

・ ゴルフ場への入退場時は、制服またはブレザーを着用すること。 
・ ゴルフシューズを履いたまま入退場しないこと。 
・ えり付きのシャツ(ハイネックシャツは禁止)を着用し、シャツのすそは外に出さないこと。 
・ 半ズボン、カーゴパンツの着用は禁止とする。 
・ コース内では帽子を必ず着用すること。クラブハウス内では脱帽すること。 

(7) 指定練習日 
・ 7 月 10 日、11 日、12 日、13 日のうち、一人一日とします(各日 1 ラウンド限定)。 
・ 「関東ジュニアゴルフ選手権参加者」として各自直接開催倶楽部に予約すること(予約受付時間：各日

10 時～15 時) 
・ 選手のみとします。選手以外のプレーヤーの同伴はできません。 
・ 複数球プレー(練習球のプレー)は厳禁です。絶対にしないこと。 
・ 学校の公式行事(登校日、試験日など)により、すべての指定練習日にプレーができない場合は、学

校が発行する証明書と理由書をKGA事務局へ提出し、申し出てください。他の日(平日のみ)にプレ

ーできる場合があります。 
(8) クラブバス 

競技日は、武蔵高萩駅より運行します(6：19 発、6：43 発の 2 本) 
指定練習日は、狭山市駅より運行します(7：15 発、7：50 発、8：20 発の 3 本) 



(9) 【重要】ゴルフ場利用税非課税措置の手続き 
・ 同封の「ゴルフ場利用税非課税申出者一覧表」を記入例にならい記入し、開催倶楽部に提出するこ

と。 
・ 指定練習日にプレーする選手は、指定練習日に「競技日用」と「指定練習日用」の 2 枚を提出してく

ださい。 
・ 学校のゴルフ部に所属している選手は、代表選手が学校ごとに取りまとめて提出してください。 
・ ゴルフ部に所属していない選手は、各自一枚提出してください。 

(10) ギャラリー 
・ コース内入場は 1 番 10 番ティーインググラウンド周辺および 9 番 18 番グリーン周辺のみとします。 
・ クラブハウスには入場することができます。 
・ ギャラリーもドレスコードや携帯電話制限など本紙注意事項を厳守してください。 
・ 指定練習日はコース内、クラブハウス内とも入場できません。 
・ 事故、ケガに対しては責任を負いません。 

(11) その他 
・ クラブハウス、練習場は 6：00 にオープンする。 
・ 食事の持ち込み禁止です。昼食はクラブハウスレストランで取ること。 

また、クラブハウスレストランで朝食は取れません。 
・ コース売店は利用できません。 
・ 携帯電話のコース内持ち込みは禁止とします。携帯電話の使用は駐車場のみとします。 
・ 宅急便は、利用できません。 
・ 浴室はシャワーのみ利用できます。ただしタオルはないので各自で持参してください。 
・ プレー代概算(競技日、指定練習日)：7,884 円(4 バッグ、食事別) 
・ 欠場者が出た場合、組み合わせおよびスタート時間を変更することがあります。 
・ ルール等で疑問が生じたときは、すみやかに競技委員に報告すること。事後のクレームは一切認め

ない。 
(12) 予備日：7 月 18 日 
 
 
※JGA ジュニア会員有効期限および NEW J-sys 登録について 

関東ジュニアゴルフ選手権は、『JGAジュニア会員登録』および『NEW J-sys登録』が参加資格として必

要です。 
競技日に『JGA ジュニア会員』の有効期限が切れている場合があるので、各自確認してください。 
また、『JGA ジュニア会員』の有効期限切れにともない『NEW J-sys 登録』が削除される場合があるので

併せて確認してください。 
有効期限の確認、継続の手続きは、日本ゴルフ協会ホームページ(www.jga.or.jp)『JGA ジュニア会員

サービス』で行うことができます。 


